
様式２

分
野
評価項目 取組状況と成果・課題 評価

異年齢
集団活
動の一
層の充
実

・子どもたちが意欲的に活動し
ていて、全体的に非常によかっ
た。
・活動が前半に固まっていて、
やや尻すぼみ感がある。大きな
負担を掛けずに、簡単に継続で
きるものを次年度は考える必要
がある。

Ａ

「分か
る」
「でき
る」
「楽し
い」
「生か
せる」
授業の
構想

・今年度は、少人数指導や複式
学級における授業づくりについ
て研修を深めてきた。特に複式
学級の授業の在り方について深
めることができた。
・「分かる」「できる」「楽し
い」授業の構築により、基礎学
力の定着を図った。

Ｂ

いじめ
防止の
取組の
充実

・毎月、職員会議後に行う子ど
もの情報交換会、年３回（６・
１０・２月）のくらしのアン
ケート、年２回児童を語る会を
実施し、情報と対応について全
職員で共有すると共に、問題行
動の予防や早期発見を目指し、
日常の些細な変化や小さなトラ
ブルについても、丁寧な対応に
努めた。

Ａ

「声を
出そ
う」活
動の推
進

・「あいさつは明るく元気に自
分から」を合い言葉に、進んで
あいさつをし合うことができて
いて、明るい学校の雰囲気につ
ながっている。
家庭や地域でのあいさつについ
ては十分でないとの声があるの
で、校内での取組を広げていく
ことが今後の課題である。

Ｂ

令和５年度　自己評価及び学校関係者評価書

１　本年度の学校評価をふりかえって

　教育目標「豊かに　かしこく　たくましく　－夢・挑戦・感動…未来へ－」の具現化に向けて、「豊かな心と
たくましさを育む教育活動の充実」「学力向上に向けた指導の充実」「認め合い高め合いながら自己実現を図る
教育の充実」「開かれた学校運営の充実」「防災や事故防止に関する指導の充実」の５つを経営の柱に掲げ、教
育活動に取り組んできた。特に、「手つなぎ活動」を中心とする「異年齢集団活動の一層の充実」と主体的な学
び、対話的な学び、深い学びの充実を図り「分かる、できる、楽しい、生かせる授業の構築」を本年度の重点と
し、家庭や地域の協力を得ながら全職員で推進に努めてきた。今後も自然に恵まれた環境の中で、小規模校のよ
さを生かし、本校だからこそできる教育活動を家庭や地域と共に展開することで、ふるさと豊岩に愛着を感じ、
地域に根ざしたキャリア教育の充実、およびふるさとを大切にしようとする心の醸成につなげていきたい。

・地域とのつながりが少
し少ないように思うの
で、機会を捉えて関わり
をもてるようにしてほし
い。
・アンケートだけではな
く、面談などで子どもた
ちの声を直接聞く機会を
今後も大切にしてほし
い。

生
徒
指
導

・目が合い、心が通うあいさつ
を目指し、児童委員会でも話合
いを行うなど校内でのあいさつ
への意識は高いので、家庭や地
域での行動に結びつくよう道徳
教育の充実を図ったり、よりよ
い人間関係を築く力を育む体験
的な活動等の機会を増やしたり
していく。

・学校でのよいあいさつ
を地域にも広げたい。自
らあいさつができるよう
に地域のあいさつ運動を
活発に行っていけばいい
のではないだろうか。そ
のために地域との連携を
もっと図る必要がある。

２　評価結果の概要

秋田市立豊岩小学校

教
育
課
程
・
学
習
指
導

改善策

・子どもたち自身が見通しを
もって学習に臨めるように工夫
していく必要がある。
・ＩＣＴは、いつでも使える道
具になるようにたくさん使わせ
ることが大切なので、今後も活
動場面を工夫していく。

・「全員を全員で育てる」を合
い言葉に、常に子どもの様子に
目を向け、小さな変化でも速や
かに情報共有を図り、組織的に
対応できる体制を維持する。
・保護者や地域とも連携し、子
どもたちが安心できる人間関係
づくりに努めていく。

学校関係者評価の意見

・学年ごとに何を覚えれ
ばよいのか子どもたちが
分かるようにしていくと
よいのではないか。
・授業参観等でどのよう
にＩＣＴを使った授業を
行っているのか発信して
ほしい。

・手つなぎ活動は力を入れて
行ってきたが、教職員や児童の
負担感を減らしながら、より充
実した活動を目指し、年間の計
画を見直して取り組んでいく。

・手つなぎ活動を通して
上の学年や下の学年との
関わりを上手にできる子
どもを育てられたらと思
う。
・全校で関わることを通
して、学年の発達段階に
応じた力を身に付けて
いってほしい。



家
庭
・
地
域
と
の
連
携

地域に
開かれ
た学校
づくり
と家庭
との連
携によ
る指導

・地域への学校報の全戸配付や
学校ホームページのタイムリー
な更新により、家庭や地域への
情報発信に努めた。
・田植え、稲刈りなどの体験活
動を地域の協力で行うことがで
きた。
・学校運営協議会を通して、地
域による学校花壇の整備が行わ
れた。
・運動会、スクールコンサー
ト、学習発表会を学区の全戸に
案内し、多くの方に学校の様子
を参観してもらった。

Ｂ

防
災
や
事
故
防
止

防災や
事故防
止に関
する理
解と対
応力の
育成

・年３回（５・９・１月）の避
難訓練と放送による聞き方訓練
で防災指導を継続することがで
きた。
・１、２年生は歩行の仕方、３
～６年生は自転車の乗り方につ
いて交通安全指導を警察と連携
して行い、子どもたちの交通安
全に対する意識の向上につな
がった。

Ａ

・今後も授業や活動の様
子を発信していってほし
い。
・読書活動について学
校、子ども、保護者間で
意識の違いが見られた。
進んで読書する子どもを
育てるために、学校と家
庭でさらに連携しながら
進めてほしい。

・報道等を通して、災害
はいつ起こるか分からな
いことを実感している。
今後も様々なことを想定
して進めてほしい。

・学校報や学級通信、学校ホー
ムページを活用し、引き続き、
学校からの情報の発信を積極的
に行っていく。地域や保護者の
思いを受信しやすい環境をさら
に整え、目指す子どもの姿を共
有し合いながら共に育てててい
くよう努める。
・学校運営協議会等を積極的に
活用し、地域の人や資源を生か
した学習の一層の充実を図って
いく。

・繰り返し行う中で自分の身は
自分で守る姿勢につなげてい
く。
・家庭や地域と連携した避難訓
練、防災教育の在り方も検討す
る。


